
796 CHEMOT HERAPY MAY 1983

眼科 域感染症に対す るCefpiramide(SM-1652)の 臨床使用経験

徳田 久弥 ・有本 啓三 ・戸塚とし子 ・天野 了一

杏林大学医学部眼科学教室

眼科 領域 の感 染 症 を対 象 と し てCefpiramide(CPM, SM-1652)の 臨床 的 検 討 を 行 った。対象

症 例 は 前 房 蓄 膿1例,急 性 涙 の う炎1例,麦 粒 腫3例 及 び眼 瞼 縁 炎1例 の6症 例 で あ り,こ れ らに

対 し て本 剤1.0gを1日1回, one shot静 注 投 与 し,著 効1例,有 効4例,無 効1例 の 成績 を得

た 。

また 各 症 例 よ り分 離 した菌 のMICを, Cefoperazoneお よびCefazolinと 比 較 し た。 分離菌

はS. epidermidis 2株, S. aureus 1株 及 び グ ラ ム陽 性 菌2株 で あ り,上 記3剤 のMICはS.

epidermidis中1株 は0.39～1.56μg/ml,他 の1株 は3剤 共 に100μg/ml以 上 で あ り,S. aureus

は1.56～12.5μg/ml,グ ラ ム 陽性 菌 は0.2～1.56μg/mlで あ っ た 。

副 作 用 は 全 症 例 と も認 め られ な か った 。

Cefpiramide (CPM, SM-1652)は 住友化学工業(株)

と山之内製薬(株)で 開発 された,セ フエム系 の新 しい抗

生物質であ り,強 力 でか つ,広 範 囲な抗菌 スペ ク トラム

を有 し,特 に緑膿菌 に対 してはす ぐれた抗菌力を示す。

また,ヒ トに静 脈内 投 与 した 場 合,本 剤の血 中濃度

は,既 存のセ フエ ム系抗生物質 のどれ よ りも高 く,持 続

的であ り,し か も,連 続投 与による蓄積 がみ られず,胆

汁中に高濃度に排泄 される とい う特徴 を有 している1)。

この度Cefpiramideを 使 用す る機 会を得,臨 床的応

用を試みたので報 告する。

I. 対象および方法

対象症例は,23歳 か ら81歳 迄 の男 子2例 女子4例

の計6例 であ り,そ の疾患別 うちわけは,角 膜潰瘍に伴

う前房蓄膿1例,急 性涙 の う炎1例,麦 粒腫3例,眼 瞼

縁炎1例 であ る(Table1)。

投与方法は, CPM1.0gを 約20m1の 生理食塩液に

て溶解 し,1日1回 約3分 間かけてone shot静 注した。

総投与量は2g～12gで あった。

効果判 定基準は,初 診時の主症状(角 膜 の ビラ ン,浸

潤,潰 瘍お よび毛様体充血,痛 み等)が2～3日 以内に

消失 した ものを著効 とし,1/2以 下に減少 したもの を有

効 とした。

分離細菌 に対するCPM, Cefoperazone (CPZ)お よ

びCefazolin (CEZ)のMICを 比較 した。MIC測 定 方法

は 日本化学療法学会の標 準法に従い接 種菌量 は106/ml,

108/mlと した(Table2)。

II. 臨 床 成 績

本剤 の臨床的効果 は著効1例,有 効4例,無 効1例 で

あった(Table1)が,代 表 例について以下 に述ベ る。

症例1は 角膜 潰瘍か ら前房 蓄膿 とな り,分泌物から

S. epidermidisが 分離された例である。CPMを1日1

回1.0g静 注に よ り3日 間投与 した ところ,症 状の改

善,分 泌物の減少,菌 の消失を認めたので有効と判定し

た。副作用 も臨床検査値の異常 も認め られなかった。

症例2は 右眼の慢性涙の う炎で,当 初エリスロマイシ

ン点眼に よ り治療 していたが無効であった為CPM1.0

gを1日1回,4日 間静注 した。CPM投 与前に分泌物

よ りS. aureusと グラム陽性菌(未 同定)が 分離され

ていたが,投 与4日 目には これ らの菌は消失し,代りに

S. epidermidisが 出現 した。 主症状も改善されており,

CPMの 効果は有効 と判 定 した。 副作用は認められなか

った。

症例3は 眼瞼縁炎の例で,来 院時に異物感を訴え,眼

脂が認め られ,細 菌検査 の 結 果S. epidermidisが 検出

された。CPM1.0gを1日1回,2日 間投与したとこ

ろ,速 かに眼脂が消失 し眼瞼縁部の発赤も消え完治した

の で著効 と判定 した。 分離 され たS. epidermidisに対

す るCPMのMICは1.56μg/mlで あった。副作用は

何 ら認め られ なかった。

症例6は,中 等度の内麦粒腫であ り,膿 からの起炎菌

同定 を試 みたが細菌 を分離す る こ とが できなかった。

CPM1.0gを1日1回,3日 間投与したが,全 く症状

の改善が認め られず,無 効 と判定 した。副作用は認めら

れなかった。

この他,症 例4お よび5は,い ずれ もグラム陽性球菌

の分離 された麦粒腫 で あ り, CPM1日1.0g,2～3

日の投 与に よ り症状の改善が認められ,2例 とも有効と

判定 され た。
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Table 1 Therapeutic result of CPM

Table 2 Comparison of antibacterial spectra of CPM, CPZ awd CEZ
to isolated organisms

副作用および臨床検査値異常は,全6例 において全 く

認められなかった(Table3)。

III. 考 察

従来のセフェム系抗生物 質 と比較 して,CPMが 著 し

く長い血中半減期を有 してい ることか ら,今 回,軽 症～

中等症の感染症例を主た る対象 として,CPMの1日1

回投与に よる治療効果を検討 してみた。その結果,6例

中著効1例,有 効4例,無 効1例 で83%の 高い有 効率が

得 られた。有効例 におけ る投薬 日数は,前 房蓄膿 の1例

で12日 間を要 した 以外 は,い ずれ も4日 以内であ り,

1日1回 の投与 で も充分 な有 効性 を有 す る薬 剤 と考え ら

れ る。
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Table 3 Laboratory findings before and after administration of CPM

B : before, A : after

血中持続時間が長い ことか ら心配 され る副作用につい

ては,臨 床検査所見 も含めて何 ら問題は 認め られず,比

較 的安全な薬剤 と考 えられ る。

最近 開発 された第3世 代のセ フェム系薬剤は,グ ラム

陰性菌 に対 して強い抗菌力を有す る反面 グラム陽性菌 に

対す る抗菌 力が劣 る傾向 に あ るが,CPMは, Pseudo-

monas属 を含む グラム陰性菌に抗菌力を有する と共に,

グラム陽性菌に対 しても比較的強い抗菌 力を有 している

ことが特徴の1つ と考え られる。 また,も う1つ の際立

った特徴 としては,血 中濃度が著 しく持続す ることであ

り,こ の ことは,感 染病 巣において長 時間に亘 って起炎

菌 と高濃度の薬剤の接触を期待 させる。

主た る起炎菌が グラム陽性菌であ る眼科領域の感染症

に対 して,1日1回 投与でかな りの好成績が得られたの

は,上 記の よ うなCPMの 特徴が反映された結果と考

え られる。

以上 より,眼 科領域感染症に対す るCPMの 高い有用

性が示唆 され,今 後 さらに検討を重ねるべき価値のある

薬剤 と考 えられ た。
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CLINICAL STUDIES OF CEFPIRAMIDE (SM-1652)

IN THE FIELD OF OPHTHALMIC INFECTIONS
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Clinical studies of cefpiramide (CPM, SM-1652) in ophthalmic infections were carried out.

Cefpiramide was administered to each one case of corneal ulcer, dacryocystitis and marginal

blepharitis and 3 cases of stye at a daily dose of 1. 0 g by one shot intravenous injection and gave the

results of excellent and poor in each one case and good in 4 cases.

MICs of cefpiramide against clinically isolated microorganisms, each 2 strains of S. epidermidis and

gram positive cocci and one strain of S. aureus, were compared with those of cefoperazone and cefa-

zolin.

The MICs of above 3 antibiotics were 0. 39•`1. 56 ƒÊg/ml against one strain and 100 ƒÊg/ ml to the

other one strain of S. epidermidis, 1. 56•`.42. 5 ƒÊg/ml against S. aureus and 0. 2•`4. 56ƒÊg/ml against

gram positive cocci.

No side effects were observed in all cases.


